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11総
合
格
闘
技
の
競
技
者
と
し
て
取
り
組
み
、
格

闘
技
の
方
は
プ
ロ
を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
い
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
自
身
が

多
く
の
怪
我
に
苦
し
ん
だ
経
験
か
ら
、
医
療
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
医
師
の
道
を
志
し
ま
し
た
。

大
学
で
再
び
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
部
し
た
こ
と
で
、

将
来
は
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
し
た
い
と
い
う

明
確
な
希
望
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
勉

強
を
し
て
い
た
の
で
す
。

　

私
が
現
在
所
属
す
る
順
天
堂
大
学
に
は
、

２
０
１
５
年
の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
チ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
高
澤
祐
治
教
授
が
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
高
澤
先
生
が
、現
在
キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
の
Ｇ
М
を
務
め
る
永
友
洋
司
氏
と
知
己

が
あ
っ
た
ご
縁
も
あ
り
、
キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
が
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
昇
格
し
て
体
制
の
強
化

を
図
る
際
、
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
も
共
に
強
化
す

る
こ
と
に
な
り
、
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の

が
契
機
と
な
り
ま
す
。

―
―
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
最
も
気
を
遣
う

点
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
は
試
合
中
に
負
傷
し
た
選

手
の
怪
我
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
即
座
に
選

手
が
プ
レ
イ
続
行
可
能
か
否
か
を
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
判

断
は
チ
ー
ム
の
勝
ち
負
け
だ
け
で
な
く
、
選
手

寿
命
す
ら
も
左
右
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

非
常
に
気
を
遣
い
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
選
手
の
怪
我
の
状
態
如
何
で
は
、
す

ぐ
に
本
格
的
な
検
査
、
治
療
の
手
配
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
翌
日
す
ぐ
手

術
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
選
手
・
チ
ー

ム
に
タ
イ
ム
ロ
ス
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
に
、

治
療
方
針
を
早
急
に
決
め
、必
要
な
準
備
を
次
々

と
す
す
め
る
の
は
気
を
遣
う
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
が
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
の
お
か
げ
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

―
―
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
超
音
波
画
像
診
断
装
置
を

活
用
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
は
コ
ン
タ
ク
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
体
幹
に
近
い
四
肢
に
関
す
る
怪
我

が
多
い
の
で
す
が
、
特
に
肩
の
脱
臼
や
ひ
ざ
の

靭
帯
損
傷
、
肉
離
れ
や
捻
挫
が
多
く
、
選
手
同

士
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
か
ら
脳
震
盪

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
怪
我
が
試
合
だ
け
で
な
く
練
習

も
含
め
て
日
々
起
こ
り
ま
す
の
で
、
治
療
方
針

を
一
刻
も
早
く
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
治
療
開
始
が
１
日
遅
れ
て
し
ま
う

だ
け
で
治
療
期
間
が
延
び
て
し
ま
っ
た
り
、チ
ー

ム
へ
の
復
帰
が
数
日
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ

く
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
治
療
方
針
を
立
案
す
る
た
め
に

ま
ず
重
要
な
の
が
迅
速
か
つ
正
確
な
診
断
で
す
。

携
帯
型
の
超
音
波
画
像
診
断
装
置
は
、
そ
れ
を

医
療
機
関
に
行
か
ず
と
も
判
断
で
き
る
よ
う
に

し
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

　

特
に
、
現
在
使
用
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

超
音
波
画
像
診
断
装
置
「V

iam
o sv7

（
キ
ヤ

ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
）」
は
、
従
来
装

置
に
比
べ
、
本
体
重
量
が
１・２
㎏
と
持
ち
運
び

が
容
易
で
あ
る
上
、
12
イ
ン
チ
と
画
面
も
大
き

く
、
加
え
て
、
初
期
診
断
に
お
い
て
重
要
な
高

品
質
な
画
質
を
提
供
し
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
約

３
時
間
の
稼
働
を
可
能
に
し
て
お
り
、
試
合
時

間
中
は
問
題
な
い
こ
と
は
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と

し
て
も
心
強
い
ば
か
り
で
す
。

―
―
ス
ポ
ー
ツ
医
療
に
お
け
る
超
音
波
画
像
診

断
装
置
の
有
用
性
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

超
音
波
画
像
診
断
装
置
は
、
炎
症
所
見
や
動

き
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
、
臨
床
上
有

益
な
情
報
を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
治
癒
状
況
の
確
認
や
、
外
傷
・
障
害
に
お

け
る
患
部
へ
の
注
射
も
正
確
に
針
が
刺
せ
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
も
高
い
成
果
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　

最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
・
外
傷
の
治
療
に
Ｐ

Ｒ
Ｐ
（
多
血
小
板
血
漿
）
治
療
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
確
実
に
損
傷
組
織
に
Ｐ

Ｒ
Ｐ
を
注
入
し
て
最
大
限
の
効
果
を
得
る
際
に

も
超
音
波
画
像
診
断
装
置
は
極
め
て
有
用
で
す
。

　

携
帯
型
の
超
音
波
画
像
診
断
装
置
の
利
用
は

今
後
も
増
え
て
い
く
の
は
確
実
で
、今
後
は
チ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
１
人
に
１
台
の
時
代
が
来
る
の
も

そ
う
遠
く
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最新＆ハイエンドのモダリティを揃えた上に、
遠隔地における画像参照システムも加えて、
スポーツ医療･整形外科領域の革新を目指す
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東京都

キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル
ス 

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

東
京
労
災
病
院 

整
形
外
科

順
天
堂
大
学 

整
形
外
科
・
ス
ポ
ー
ツ
診
療
科

羽
田
晋
之
介
氏
に
聞
く

練
習
、試
合
中
の
怪
我
の
状
態
を
即
座
に
診
断
可
能

携
帯
型
超
音
波
装
置
な
ら
で
は
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

―
―
ま
ず
、
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
役
割
と
普
段

の
活
動
に
つ
い
て
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
チ
ー
ム
に
物
理
的
に
も

心
理
的
に
も
寄
り
添
い
、
普
段
の
生
活
に
お
け

る
健
康
管
理
や
、
怪
我
の
発
生
な
ど
に
際
し
て

は
迅
速
に
診
療
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
ト
レ
ー

ナ
ー
や
コ
ー
チ
ら
と
連
携
し
て
早
期
の
競
技
復

帰
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
計
画
を
立
て
る
な
ど
、

選
手
の
外
傷
や
障
害
発
生
の
予
防
に
努
め
る
職

種
で
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
前
に
は
、
選
手
の
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
選
手
が
こ
れ
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
怪
我
を
負
っ
た
り
病
気
に

罹
っ
た
り
し
た
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
検
査
を
実
施
し
、
ト
レ
ー
ナ
ー
や
コ
ー
チ

と
協
議
し
て
練
習
メ
ニ
ュ
ー
等
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
、
週
に
２
度
チ
ー
ム

を
訪
れ
、
選
手
の
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
や
練
習
、

試
合
中
の
負
傷
対
応
、
怪
我
の
治
療
、
リ
ハ
ビ

リ
計
画
の
作
成
等
、
ト
ー
タ
ル
に
選
手
を
ケ
ア

し
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
が
終
了
す
る
と
、シ
ー
ズ
ン
中
に

負
っ
た
選
手
た
ち
の
怪
我
を
治
療
し
ま
す
。こ
の

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
が
、
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
と
っ
て

は
も
う
１
つ
の
シ
ー
ズ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

―
―
キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
チ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
に
就
任
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

中
学
生
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
、
高
校
生
時
代
は

キヤノン本社の敷地内にある「キヤノン診療所」。
診療所とはいえ、そこにある各種画像診断装置は、
同社のフラッグシップ装置ばかりである。

「ラグビーワールドカップ 2019日本大会」の
オフィシャルスポンサーでもあるキヤノン。
同社はかねてよりラグビーに情熱を注いできており、
日本の頂点「ジャパンラグビートップリーグ」加盟の

「キヤノンイーグルス」の選手のために、
これらの装置をフル活用するとともに
遠隔地での高画質画像の参照システムを構築した。
景山所長、羽田チームドクターらに話を聞いた。

「Viamo sv7」で診察する羽田晋之介氏。大画面・高画質化により、患部
の超音波画像を見せながら、選手に怪我の状態等を説明できる。

試合や練習後のロッカールーム、クラブハウスなどで超音波検査を実施。コ
ンセント等の電源が確保されていれば、より長時間の使用が可能である。

タブレット型超音波画像診断装置「Viamo sv7
（キヤノンメディカルシステムズ）」。本体重量 1.2kg
のコンパクトさと12 インチの大画面を実現。
256GB ストレージによるデータ保存と3 時間連続
稼働可能なバッテリーを搭載し、場所を選ばずど
こでも超音波検査を実施することができる。

負
傷
直
後
の
迅
速
か
つ
正
確
な
診
断
を
実
現

選
手
の
怪
我
か
ら
の
回
復
期
間
短
縮
に
期
待

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
超
音
波
画
像
診
断
装
置
「V

iam
o sv7

」
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3テスラMRI「Vantage Galan 3T」

ADCT「Aquilion ONE/GENESIS Edition」

　

東
京
と
神
奈
川
の
境
と
な
る
多
摩
川
の
畔
に

広
が
る
広
大
な
キ
ヤ
ノ
ン
本
社
敷
地
内
に
あ
る
キ

ヤ
ノ
ン
診
療
所
。
同
診
療
所
は
、
２
０
１
７
年
９

月
、
同
診
療
所
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
合

わ
せ
、
超
音
波
画
像
診
断
装
置
「A

plio i900

」、

３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「V

antage Galan 3T
」、
エ

リ
ア
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
Ｃ
Ｔ
「A

quilion ON
E

」
と

い
う
、
い
ず
れ
も
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
ズ
製
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
最
上
位
機
種
を
多
数
導

入
し
た
。
以
来
、
そ
れ
ら
は
社
員
の
診
療
及
び
健

康
管
理
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
の
選
手
た
ち
の
診
療
及
び
健
康
管
理
に
同
診
療

所
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
活
用
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に

医
療
向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス「M

edical Im
age 

Place

（
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
）」

を
用
い
た
モ
バ
イ
ル
参
照
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
。普
段
、

枝
ま
で
描
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
靭

帯
や
腱
の
繊
維
も
よ
り
鮮
明
に
描
出
可
能
だ
。

　

ま
た
、
血
流
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ

（Superb M
icro-vascular Im

aging

）」
は
従
来

の
ド
プ
ラ
技
術
を
刷
新
し
、
腱
や
靭
帯
の
損
傷
な

ど
従
来
の
ド
プ
ラ
技
術
で
は
描
出
が
難
し
か
っ
た

よ
り
低
流
速
の
血
流
を
描
出
で
き
る
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ー
ブ
に
取
り
付
け
た
磁
気
セ
ン
サ

の
位
置
情
報
を
利
用
し
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
デ
ー
タ
を

作
成
し
、
Ｍ
Ｐ
Ｒ
や
３
Ｄ
な
ど
様
々
な
表
示
に
対

応
可
能
な
「Sm

art Senser-3D

」
や
、
取
得
し

たV
olum

e

画
像
の
中
に
あ
る
管
腔
内
の
視
点
か

ら
あ
た
か
も
関
節
鏡
の
よ
う
に
管
腔
壁
を
表
示
す

る
「Fly T

hru

（
フ
ラ
イ
ス
ル
ー
）」
機
能
な
ど
、

多
彩
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
搭
載
し
て
い
る
。

羽
田
氏
は
「A

plio i900

」
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ

り
精
度
の
高
い
画
像
診
断
や
的
確
な
治
療
に
利
用

で
き
る
と
話
す
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
の
中
で
、
現
実
的
に
最
も
使

う
こ
と
が
多
く
な
る
の
は
Ｓ
Ｍ
Ｉ
で
す
。
Ｓ
Ｍ
Ｉ

同
診
療
所
に
不
在
な
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
、
同
サ
ー

ビ
ス
を
介
し
て
画
像
デ
ー
タ
を
モ
バ
イ
ル
端
末
に

送
信
し
て
画
像
共
有
を
実
現
し
、ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な

各
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
ス
ポ
ー
ツ
整
形
の
領
域
で
も
積

極
的
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

鮮
明
な
高
画
質
を
実
現
し
、
ま
た
、
診
断
を
支

援
す
る
多
彩
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
搭
載
し
て

い
る
の
が
、
同
診
療
所
で
稼
働
し
て
い
る
超
音
波

画
像
診
断
装
置
「A

plio i900

」
で
あ
る
。
24 

M
Hz

ま
で
の
周
波
帯
域
を
持
つ
超
高
周
波
リ
ニ
ア

プ
ロ
ー
ブ
「PLI-2004BX
」
で
は
、
３
㎝
程
度
の

表
層
に
近
い
浅
い
部
位
の
画
像
が
鮮
明
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
よ
り
表
皮
に
近
い
細
か
な
神
経
の

に
よ
り
、
ア
キ
レ
ス
腱
炎
や
膝
蓋
腱
炎
な
ど
の
画

像
診
断
に
重
要
な
、
し
か
し
従
来
の
装
置
で
は
困

難
だ
っ
た
よ
り
細
か
い
血
流
の
描
出
が
、
極
め
て

は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
装

置
は
、
こ
の
分
野
の
医
療
の
質
の
向
上
に
大
い
に

貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ド
ク
タ
ー
と
し
て
今
検
討
し
て
い

る
点
と
し
て
は
、
シ
ー
ズ
ン
前
の
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
際
、
選
手
た
ち
の
ア
キ
レ
ス
腱
の
血

流
や
膝
蓋
腱
、
半
月
板
の
チ
ェ
ッ
ク
等
、
い
く
つ

か
の
項
目
に
つ
い
て
『A

plio i900

』
を
用
い
た
検

査
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置

は
循
環
器
領
域
で
も
高
性
能
を
発
揮
す
る
と
聞
い

て
い
ま
す
の
で
、
心
エ
コ
ー
検
査
も
可
能
と
な
れ

ば
、
心
強
い
限
り
で
す
ね
」

　

キ
ヤ
ノ
ン
診
療
所
で
稼
働
中
の
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
「Vantage Galan 3T

」
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
医

療
お
よ
び
整
形
外
科
の
診
療
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
多
数
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

　

機
能
解
析
技
術
「
Ｔ
２
マ
ッ
ピ
ン
グ
」
は
、
関

節
軟
骨
の
質
的
評
価
を
定
量
化
。
選
手
の
怪
我

の
予
兆
を
把
握
し
、
予
防
的
観
点
か
ら
の
利
用

や
Ｐ
Ｒ
Ｐ
（
多
血
小
板
血
漿
）
療
法
の
治
療
効
果

の
経
過
観
察
に
利
用
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に

ultrashort T
E

技
術
（
Ｕ
Ｔ
Ｅ
）
は
、
従
来
の

撮
影
法
で
は
捉
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
腱
や
靱

帯
を
描
出
可
能
と
し
て
い
る
。「Galan 3T

」
の

活
用
に
つ
い
て
、羽
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ま
ず
、
そ
の
画
質
の
優
秀
性
を
印
象
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
、
関
節
軟
骨
の
構
造
を
高
分
解

能
か
つ
高
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
画
像
で
観
察
で
き
る

点
は
良
い
で
す
ね
。
ラ
グ
ビ
ー
選
手
に
多
い
変
形

性
膝
関
節
症
の
精
密
検
査
に
お
い
て
も
威
力
を

発
揮
す
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｔ
２
マ
ッ
ピ
ン

グ
で
は
、
変
形
性
膝
関
節
症
に
よ
る
軟
骨
変
性

を
定
量
的
に
評
価
で
き
る
た
め
、
経
時
的
な
変

化
や
外
傷
別
に
異
な
る
進
行
具
合
の
観
察
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
に
よ
る
進
行
抑
制

や
再
生
効
果
の
評
価
に
も
活
用
が
期
待
で
き
ま

す
。
Ｕ
Ｔ
Ｅ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
以
上
に

鮮
明
に
腱
や
靱
帯
を
観
察
で
き
る
点
や
、
定
量

評
価
が
可
能
で
あ
る
点
に
新
規
性
が
あ
り
、
今

後
は
、
ア
キ
レ
ス
腱
や
膝
蓋
靭
帯
の
損
傷
の
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
活
用
で
き
そ
う
で
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
選
手
は
腱
や
軟
骨
、
靭
帯
の
損
傷
が

多
い
の
で
す
が
、
通
常
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
で
は
、
普

通
な
の
か
異
常
な
の
か
の
判
別
が
し
づ
ら
い
こ
と

が
あ
る
た
め
、
治
療
方
法
も
ポ
イ
ン
ト
が
ズ
レ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
画
質
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
、

そ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

　

同
診
療
所
で
は
、
エ
リ
ア
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
Ｃ
Ｔ

（
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）「Aquilion ONE /GENESIS Edition

」

が
稼
働
中
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
整
形
お
よ
び
整
形

外
科
領
域
で
も
、そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
の
最
大
の
強
み
と
も
い
え
る
４
Ｄ
撮

影
で
は
、
骨
や
関
節
の
動
き
を
16
㎝
同
時
相
で

観
察
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
可
動
域
制
限
や

関
節
の
不
安
定
性
の
確
認
に
よ
っ
て
病
態
の
確

認
や
リ
ハ
ビ
リ
等
の
経
過
観
察
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
る
。
ま
た
、
新
し
い
３
次
元
レ
ン
ダ
リ
ン
グ

技
術
「Global Illum

ination

（
グ
ロ
ー
バ
ル 

イ

最
新
鋭
の
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
超
音
波
画
像
診
断
装
置
を
設
置
し
て

社
員
の
健
康
管
理
と
ス
ポ
ー
ツ
整
形
領
域
へ
の
活
用
を
推
進
す
る

「Smart Senser-3D」による超音波画像。Ｂモードを消して血
流だけを描出することができ、手術後に血管が正常につながっ
ているかなどの診断が可能である。

血流イメージング技術「SMI（Superb Micro-vascular 
Imaging）」の画像。腱や靭帯等の血流を詳細に描出するこ
とができ、炎症部位を的確に捉えることが可能である。

超音波画像診断装置「Aplio i900」で超音波検査を行う羽田晋之
介氏。「とてもきれいな画像に驚きました。膝関節の血流をより詳細に
捉えることができ、正確な診断に貢献できると期待しています」

71 ㎝の大口径ボアで、体格の大きなラグビー選手の検査も
容易に実施可能。「Pianissimo Zen」技術により、撮像音
を最大 99% 低減した静かな検査環境を提供している。

多チャンネルコイル「16chフレキシブ
ルSPEEDER」をつけて検査を受け
る湯澤奨平選手。大柄なラグビー選
手の腕や肩、足などの関節部にも対
応し、高分解画像を実現する。

UTE（ultrashort TE）
技術によるアキレス腱、膝
蓋靭帯の画像。従来の
TE では捉えることが難し
かった腱や靱帯を高信号
に描出し、より正確な診断
を行うことが可能である。

T2 マッピングによる変形性
膝関節症の画像。病変の
質的評価を客観的に定量
評価でき、治療だけでなく
予防医療の観点からも役
立つと期待される（画像提
供：Medical Center）。

舟状月状骨 (SL) 人体解離
の 4D 評価。低侵襲に舟
状月状骨間の離開距離の
最大値を計測することが可
能で、靭帯損傷の評価を
することができる（画像提
供：半田市立半田病院）。

CT検査を受ける田中真一選手。Aquilion 
ONEは体軸方向に 160mmの幅を1回転で
撮影し、高速・低線量撮影を実現。開口径
78cmのワイドボアで1回転0.275秒の高速・
低線量撮影を可能。受診者に圧迫感を与え
ず、より快適な検査環境を提供する。

左脛骨近位骨挫傷の Bone 
Bruise Image（BBI）評価。
通常 CT では損傷が認めら
れないが、BBI で脛骨内側
関節面付近にコントラスト変化
あり、骨挫傷と判断できた症例

（画像提供：富山労災病院）。

金属アーチファクトが低減することで、ステムのルースニングの悪化が
判断できた症例（画像提供：日産厚生会玉川病院）。

Global Illumination による深指屈筋の
腱断裂の描出。従来の3D処理と比べ、
より明瞭に腱の状態を描出している（画
像提供：藤田医科大学病院）。

超音波画像診断装置「Aplio i900」

患
者
に
優
し
い
検
査
環
境
を
提
供
し

ス
ポ
ー
ツ
整
形
領
域
で
の
可
能
性
高
め
る

３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「V

antage G
alan 3T

」

最
先
端
の
画
像
再
構
成
技
術
を
駆
使
し
た

整
形
外
科
領
域
で
の
活
用
法
に
期
待

エ
リ
ア
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
Ｃ
Ｔ
「A

quilion O
N

E

」

〝
浅
い
〟に
強
い
超
高
周
波
リ
ニ
ア
プ
ロ
ー
ブ
と

Ｓ
Ｍ
Ｉ
他
、多
彩
な
診
断
支
援
機
能
を
搭
載

超
音
波
画
像
診
断
装
置
「A

plio i900

」
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キヤノン診療所

所在地：東京都大田区下丸子3-30-2
所　長：景山 茂

タブレット端末で検査画像を参照する羽
田晋之介氏。タブレットならではの使い
やすさと手軽さで、タイムラグを生じるこ
とのない診療支援を実現している。

医療向けクラウドサービス「Medical Image Place」を活用したモバイル画像参照サービス
概念図。キヤノン診療所では2019年10月より、キヤノンイーグルス選手の医用画像のみを
羽田晋之介氏が所持するタブレット端末に配信。万全のセキュリティ対策により、情報漏洩
の恐れがないシステムを構築している。

――キヤノンイーグルスの紹介をお
願いします。
湯澤奨平選手（以下、湯澤選手）
　キヤノンイーグルスは、1980 年
にキヤノンラグビー部として創設さ
れ、約 40 年の歴史を誇ります。
2010 年に愛称をイーグルスとしま
したが、その由来は、キヤノンが社
員章として鷲を使用していたことに
ちなみます。
田中真一選手（以下、田中選手）　
　チームの登録選手数は約 50 名
で、そのおよそ半数がプロ契約で
はない社員の選手です。私も含め、
社員の選手はキヤノン社員としての

――キヤノン診療所の現況につい
てお聞かせください。
　当診療所は、下丸子のキヤノン
本社に勤務する従業員約 6000
名を主な対象とする施設です。診
療内容は一般内科が中心です。内
科は全平日、放射線科は週 2 回、
整形外科、眼科、皮膚科、耳鼻
科は週に１回診療しています。
　スタッフは私の他に、毎日内科
の各分野の専門医が交代で診療
を担当しています。その他に診療
放射線技師、薬剤師、臨床検査
技師が各１名、看護師３名、事務
員２名が勤務し、診療所としては
充実しています。
　メインの内科では、１日約 40人
の患者が来所します。疾患は、高
血圧、高脂血症、糖尿病や痛風

CT、MRI、超音波等による高度な
検査が受けられるようになったこと
は、ラグビー選手として、またキヤノ
ン社員としても喜ばしい限りです。
――実際に下丸子診療所のCT や
MRIに触れられていかがでしたか。
湯澤選手　MRIはリラックス映像
を見ながら検査を受ける点が、良
いですね。検査時の音も静かです
し、ボアが大きいので私のような体
格の大きな者でも、身体を抱え込
むなど窮屈な姿勢をとる必要がな
く、楽な姿勢で検査を受けられる
のは有り難いです。
田中選手　CTも同様にボアが大

利便性を高めていると思います。
――CT や MRI 等のハイエンド装
置が導入されています。
　当診療所には、CT、MRI、超
音波の最高機種の画像診断装置
が導入されています。企業内診療
所でこれだけの装置を保有してい
る施設は他には類を見ないと思い
ます。社員にとっても、そのメリット
は大きいと思います。例えば一般
の医療機関で MRI 検査を受ける
場合、先ず、受診して予約をとり、
後日検査を受け、その後、再度受
診して結果を聴くということになり、
最低 3 回通院することになります。
特に、MRI の場合、予約が取りに
くく、実際の検査は1カ月あるいは
2カ月先になることはしばしばです。
しかし、当診療所では、社員の仕
事の都合に合わせて、すぐにでも
検査を実施することが可能です。
更に、週に２回、放射線専門医が
来所し画像を読影していますので、
画像診断の質は担保されていると

通常の仕事をこなしながら、チーム
の練習や試合に参加しています。
――キヤノン診療所の高性能モダ
リティ群を選手の診療や健康管理
に活用することになりました。
湯澤選手　ラグビーは怪我の多い
スポーツです。それ故、シーズン前
後には必ずメディカルチェックを行
いますし、他にも必要に応じて様々
な検査を受けています。その面から
は、大変安心感を覚えられますし、
大歓迎です。
田中選手　同感です。これから、私
たちが勤務する下丸子本社の診療
所で、なにかあったら待ち時間なく

などの生活習慣病が主ですが、風
邪や腹痛といった急性疾患、時期
により花粉症まで、さまざまです。
――企業内診療所ならではの特徴
はありますか。
　世間では「3 時間待って、3 分
診療」と揶揄されるように、病院
や診療所では待ち時間が長いので
すが、当診療所では、待ち時間が
短時間で済み、又、施設内にあり
ますので、通院時間は殆どなく、患
者さんの負担が少ないことが大き
な利点です。当診療所には薬剤師
もおり、院内処方を行っていますの
で、処方箋を持って院外の薬局へ
行く手間はなく、これも患者さんの

きく、私のような肩幅が広い者でも
リラックスした状態で検査を受けら
れる点はいいですね。
――チームドクターの羽田先生の
存在についてお聞かせください。
湯澤選手　羽田先生は、私たち選
手にとって頼りになる存在です。一
般的な診療所や病院では、捻挫と
いった軽度の外傷であっても治療
に固定具を使うなどすることから、
その後の練習や試合に参加できな
くなったり、怪我からの復帰に時
間が掛かってしまうことが多いので
す。しかし、羽田先生はラグビー
経験者でもあることから、私たち
選手の気持ちを汲み取り、筋肉や
体力が落ちないように工夫した治
療を施してくれますので、復帰する
までの期間も短くて済み感謝して
います。
田中選手　羽田先生も頼りになり
ますし、また先生が常時使用して
いる携帯型の超音波診断装置に
も感心しています。ロッカールーム
等で検査してもらえるので、すぐに
怪我の詳細が我々選手にも分か
り、不安を解消してくれています。

いってよいでしょう。
――ラグビーチームの選手が CT
やMRIを活用することになりました。
　今年はラグビーワールドカップが
日本で開催され、大いに盛り上がっ
ています。キヤノンイーグルスからも
日本代表選手が選出されています。
ラグビーはハードなスポーツですの
で筋骨格系の整形外科疾患が多
く、画像診断が不可欠です。当診
療所のCTやMRIは、件数的にはま
だ受け入れが可能なので、ラグビー
選手も必要に応じて受診されると
よいと思います。これだけの高性
能な装置による検査は、一般的な
診療所や病院ではまず受けられま
せん。今秋からは遠隔画像配信シ
ステムも整備されましたので、大い
に役立ててもらえればと思います。
――今後の展望についてお聞かせ
ください。
　今年 9月には川崎市にある事業
所内にもキヤノン川崎診療所が開
設されました。社員の皆さんにも川
崎事業所の診療所の存在を認知し
ていただき、より活用していただけ
ればと思います。

日本の社会人ラグビーの全国リーグであるジャパンラグビートップリー
グに加盟の、キヤノンイーグルスは1980年に創立。同チームの中
心メンバー2 名の選手にメディカル面の充実への期待を聞いた。

キヤノン診療所の所長である景山 茂
氏に、同診療所の現況とハイエンド画
像診断装置を設置したことの有用性、
今後の展望等について話を聞いた。

キヤノンイーグルス

田中真一選手、湯澤奨平選手に聞く

キヤノン診療所
所長

景山 茂氏に聞く
たなか・しんいち ゆざわ・しょうへい かげやま・しげる

トップリーグのラガーマンにも余裕の大口径
選手の怪我に、健康に強力なディフェンス築く

大学病院級のハイエンド モダリティを活用して
従業員の診療に関する負担を大幅に軽減

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」
は
、
単
方
向
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
反
射
を
考
慮
し
、
複
数

の
光
線
を
よ
り
緻
密
に
計
算
す
る
こ
と
で
、
物

体
表
面
の
細
か
な
凹
凸
や
ざ
ら
つ
き
を
忠
実
に

再
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
腱
や
靭
帯
、

筋
肉
を
一
層
リ
ア
ル
に
画
像
化
す
る
。
さ
ら
に
、

ノ
イ
ズ
低
減
技
術
と
の
併
用
で
、
よ
り
鮮
明
な

画
像
を
描
出
し
、
骨
と
腱
、
靭
帯
の
位
置
関
係

を
高
精
度
で
捉
え
ら
れ
、
術
前
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
等

に
貢
献
す
る
。

　

ま
た
、
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
低
減
す
る
「
Ｓ

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
（Single Energy M

etal A
rtifact 

Reduction

）」
は
、
超
音
波
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
描
出

が
難
し
い
体
内
に
あ
る
金
属
周
辺
部
の
画
像
化
を

実
現
し
、
骨
癒
合
の
状
態
評
価
や
ル
ー
ズ
ニ
ン
グ

評
価
を
可
能
に
す
る
。
加
え
て
、D

ual Energy 
CT

技
術
を
用
い
た
仮
想
単
色
Ｘ
線
画
像
の
高

keV

画
像
も
、
人
工
関
節
等
、
金
属
ア
ー
チ
フ
ァ

ク
ト
が
懸
念
さ
れ
る
患
者
に
有
効
で
あ
る
ほ
か
、

今
ま
で
Ｃ
Ｔ
で
は
描
出
が
難
し
か
っ
た
髄
内
新
鮮

出
血
の
Ｄ
Ｅ
で
の
画
像
化
（
Ｂ
Ｂ
Ｉ
：Bone 

Bruise Im
age

）
も
可
能
で
あ
る
。

「
骨
に
関
す
る
評
価
で
は
、
や
は
り
Ｃ
Ｔ
が
一
番

で
し
ょ
う
。『A

quilion O
N

E

』
の
画
像
は
非
常

に
高
画
質
で
す
。
３
Ｄ
画
像
な
ど
は
、
従
来
の

装
置
で
は
再
構
成
に
時
間
も
か
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
装
置
で
は
素
速
く
再
構
成
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
金
属
等
の
ア
ー
チ
フ
ァ
ク

ト
を
抑
え
る
機
能
が
充
実
し
て
い
る
点
も
良
い

で
す
ね
。
最
近
、
骨
折
し
た
骨
が
完
全
に
接
合

し
て
い
な
い
偽
関
節
の
診
療
に
関
心
が
あ
る
の

で
す
が
、
骨
折
部
の
骨
が
接
合
し
て
い
る
か
、

い
な
い
の
か
の
診
断
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、D

ual Energy CT

撮
影
に
よ
る
Ｂ

ビ
ス
「M

edical Im
age Place

」
を
２
０
１
７
年

９
月
に
導
入
。
２
０
１
９
年
10
月
に
は
、
モ
バ
イ

ル
画
像
参
照
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
、
普
段
は
２

㎞
以
上
離
れ
た
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
羽
田
氏
の

モ
バ
イ
ル
端
末
に
お
い
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

画
像
を
閲
覧
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
。
同
シ
ス

テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
羽
田
氏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
語
る
。

「
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
診
療
所
で

Ｂ
Ｉ
評
価
は
、
画
期
的
な
技
術
と
評
価
し
ま
す
。

私
が
普
段
勤
務
す
る
東
京
労
災
病
院
で
も
大
腿
骨

骨
折
の
患
者
が
多
く
、
従
来
の
Ｃ
Ｔ
で
は
骨
折
が

明
ら
か
に
な
ら
ず
、
さ
ら
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
を
し
て

髄
内
出
血
や
骨
挫
傷
の
確
認
が
必
要
と
な
る
こ
と

も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
Ｃ
Ｔ
で
描
出
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
省
く
こ
と
が
で
き
、

診
療
の
質
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
病
院
の
経
営
・

運
営
面
に
対
し
て
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
、
こ

の
装
置
は
整
形
領
域
全
般
に
大
い
に
貢
献
す
る
装

置
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

キ
ヤ
ノ
ン
診
療
所
は
医
療
向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

実
施
す
る
以
前
は
、
他
施
設

に
検
査
を
外
注
し
て
い
ま
し

た
が
、
検
査
を
受
け
る
ま
で

の
時
間
、
検
査
施
設
ま
で
の

移
動
の
ロ
ス
や
選
手
へ
の
身

体
的
負
担
等
、
診
断
を
下
し

て
治
療
方
針
を
確
定
す
る
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
無
駄
や
支

障
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が

大
き
な
問
題
点
で
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
医
療
で
は
、
負
傷
後

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
画
像
を
配
信
し

タ
イ
ム
ロ
ス
な
く
患
者
の
状
態
を
把
握

「M
edical Im

age P
lace

」

羽田晋之介氏を挟んで、
キヤノンイーグルスの FL 田中真一選手㊧とLO 湯澤奨平選手㊨

キヤノン本社の敷地内に 900 ㎡のス
ペースを有するキヤノン診療所。最新・
最高水準の CT、MRI、超音波画像診
断装置に加え、電子カルテおよび
PACSも装備するなど、医療IT 環境
も併せて整備。2019年9月にオープ
ンした同社 川崎事業所内にあるキヤ
ノン川崎診療所とデータ連携すること
も検討中である。

は
一
刻
も
早
く
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
、
そ
の

後
の
回
復
期
間
の
長
さ
を
左
右
し
ま
す
。
キ
ヤ
ノ

ン
診
療
所
で
検
査
す
る
こ
と
で
、
検
査
を
受
け
る

ま
で
の
時
間
を
短
縮
で
き
、
か
つ
そ
の
検
査
画
像

を
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
す
ぐ
閲
覧
で
き

る
点
は
、
今
述
べ
た
治
療
開
始
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ

グ
を
な
く
す
こ
と
に
貢
献
で
き
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
画
像
が
見
ら
れ
る

点
も
良
い
で
す
ね
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
操
作

も
、
簡
便
か
つ
直
感
的
に
で
き
ま
す
し
、
持
ち
運

び
も
容
易
な
の
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
ち
ょ
っ

と
し
た
合
間
に
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
画
像
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
点
も
有
り
難
い
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
高
画
質
化
を
実
現
し
た
モ
ダ
リ

テ
ィ
が
揃
い
、
そ
の
画
像
を
タ
イ
ム
ロ
ス
な
く
参

照
す
る
こ
と
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、

十
分
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
ス
ポ
ー
ツ
整
形
だ
け

で
な
く
、
一
般
の
整
形
外
科
に
も
大
い
に
貢
献
す

る
機
能
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
こ
れ
ら

の
装
置
を
用
い
た
臨
床
研
究
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」


